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内容：
核磁気共鳴（nuclear magnetic resonance, NMR）分光は，物質
の局所的な構造を調べるための有力な方法です．NMRのプローブ
には1H, 13C, 15Nといった核スピンI = 1/2核が用いられることが多
いですが，周期表中の多くの元素は核スピンが1/2を超える四極子
核です．本研究室では，2H (I = 1), 11B (I = 3/2), 27Al (I = 5/2), 
49Ti (I = 7/2), 93Nb (I = 9/2)などの四極子核を積極的に活用し，多
様なマテリアルを対象とした構造解析を行っております．
研究例としては，Ziegler-Natta触媒の表面に吸着した分子の構
造解析や，リング状の混合原子価ポリ酸における分子および電子
スピンの構造解析，また，分子中に異なる運動性を有する化学サ
イトの分離解析があります．この他にもペロブスカイトやポーラス・
アルミナなど，構造に乱れがあるマテリアルの局所構造解析を実
現してきております．

アピールポイント：
固体NMRでは，得られたスペクトルをフリーの解析ソフトウェアで
解析できないことが多々ありますが，本研究室はソフトウェア開発
も行っておりますので，ほとんどのスペクトルに対応可能です．

写真の貼り付
け願います

-600-400-2000200

 (ppm)

スピン1/2（or 0）核

四極子核（を含む）

FT2

ILT1

分子運動解析
（2H NMR）

混合原子価ポリ酸
(11B, 23Na NMR)

触媒表面への吸着
（47, 49Ti NMR）

ポーラス・アルミナ
（27Al NMR）

スピン1/2核

四極子核（を含む）

スピン0（or 不安定）核


